
FcRn Tg32 (#014565)

FcRn Tg276 (#004919)

Tg32 Scid  (#018441)

Tg276 Scid (#021146)

Tg276 Rag1 (#016919)

Tg32 Alb KO (#025201)

ジャクソン研究所（JAX）で開発されてきたヒトFcRnを発現

する一連のトランスジェニックマウス系統は、ヒト抗体医薬品の

薬物動態（PK）の評価プラットフォームです。ヒト抗体医薬品を

より迅速に臨床現場へ届けられるようにサポートいたします。

FcRnヒト化マウスを用いた
抗体医薬品のPK評価サービス
FcRnヒト化マウスを用いた抗体医薬品の
PK評価サービスを始めました。

● マウスFcgrt遺伝子が欠損
● 内在性プロモーター駆動の
　ヒトFCGRT遺伝子を発現
● ヒトと類似性の高いIgG保護

● マウスFcgrt遺伝子が欠損
● CAGプロモーター駆動の
　ヒトFCGRT遺伝子を発現
● 抗体バリアントのPKの微妙な違いを検出

● 非ヒト霊長類に匹敵する優れた半減期予測
● 同一コンストラクトの抗体バリアントの半減期予測も可能
● 非ヒト霊長類よりも低コストで薬物動態に基づくリード候補の同定が可能
● ヒトデータとの相関性が高いため、PK評価の結果から投与量・投与回数の検討が可能

内在性
プロモーター 最大半減期予測マウス系統 抗体バリアント間の

微妙な違いの評価 免疫不全 アルブミンPK

標準的なFcRnヒト化マウス

豊富なFcRnヒト化マウス系統のラインアップ

FcRnヒト化マウスの特徴

Tg32 マウス
B6.Cg-                      Tg(FCGRT)32Dcr/DcrJFcgrt tm1Dcr 

Tg276 マウス
B6.Cg-                      Tg(CAG-FCGRT)276Dcr/DcrJFcgrt tm1Dcr 

Yes Yes No No No

No No Yes No No

Yes Yes No Yes No

No No Yes Yes No

No No Yes Yes No

Yes Yes No No Yes



JAXのFcRnヒト化マウスは比較的低コストでありながら、
ヒトデータとの相関性の高いPK評価を可能にします。
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Tg��マウスとヒトの半減期データの相
関性。Tg��マウスはヒトデータとの高い
相関性を示す。

N数：�　|　群数（抗体数）：�　|　評価期間：�� 日 PK評価の試験例例

標準PK試験の
モデル

投与経路
採血タイムポイント
血中濃度評価法

I g G 抗 体の評 価 事 例

お客様のご要望に応じてPK評価の試験をデザインいたします。

P K 評 価の試 験デザイン
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各種Tgマウスと野生型マウスにおける半
減期評価。Tg��ホモマウスが最も長い
半減期を示す。

抗体バリアントの半減期評価。Tg��マウス
よりもTg���マウスの方が抗体バリアント
の微妙な違いを評価可能（抗体情報は
非公開）。
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